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　患者さんや家族の方にとって、「入院」は
一大事であると思います。そこで、患者さん
の入退院に関連する「身体的・社会的・精神
的な問題」を入院前に把握して、問題解決へ
のお手伝いをさせて頂き、患者さんが早期
に社会復帰ができる事を目的に入退院支援
センターを設置いたします。これまでは、入
院に関する説明を各診療科で対応をさせて
頂いておりましたが、今後は入退院支援セ
ンターで、入退院に関する説明や準備・必要
な各種手続きを一つの窓口で、さらに多職
種でサポートをさせて頂きます。
　当院の方針の一つとして、「地域の医療
福祉施設との連携を密にし、地域医療支援
病院として地域に貢献していきます」を挙
げています。この事は、患者さんを入院時
から、退院を見据えた支援の提供に取り組
むことが必要で、より早く「在宅療養に向
けた医療と介護の連携」｢転院先の確保｣な
どに取り組み、安心して療養ができるよう
に支援をさせて頂く事が重要です。
　入退院支援センターでは、入院前から多

職種が患者さんと関わるからこそ見えて
くる「身体的・社会的・精神的な問題」に応
じて細やかな対応をさせて頂き、安心して
治療を受けて頂けるように、看護師をはじ
め、薬剤師・医療ソーシャルワーカー・事務
職員などを配置して支援をさせて頂きま
す。また、入退院支援センター内の機能と
して「入退院」を支援しますので、兼任です
が私も含めて医師も関わらせて頂きます。
　例えば、診察室で入院が決まれば、入院
当日までに必要な検査などの説明は各診
療科で聞いて頂きます。その後、入退院支
援センターで、入院に必要な書類や準備に
関してのお手伝い・療養上の問題や社会的
な問題のある場合には一緒に解決方法を
検討させて頂きます。経済的不安のある方
は、事務職員が対応し入院費用などの説明
をさせて頂きます。また、最近では薬剤も
後発医薬品に変更をさせて頂いている事
から、入院前から薬剤管理の説明を確実に
させて頂き、飲み間違えなどが無いように
支援をさせて頂きます。

　このように、入院という一大事を患者さ
ん・家族の方の立場に立ち、少しでもお手
伝いができるようにセンタースタッフ一
同！力を合わせて取り組みたいと思いま
すので、入退院に関する不安は、遠慮なく
ご相談下さい。皆さま、どうぞよろしくお
願い致します。

こころからの医療
「救療済生」の精神に基づいた、
こころからの医療と福祉を提供します。

思いやりの心を持ち、納得のいく説明と共に、
より質の高い医療の提供を目指します。目標理念

患者さん
の権利

■患者さんの意思及び人権が尊重される権利があります。
■公正で適正な医療を受ける権利があります。
■医療上の情報、説明を受ける権利があります。

■医療行為を選択する権利があります。
■個人情報が保障される権利があります。

方針
■患者さんから満足と信頼が得られるように、笑顔、まごころ、思い
　やりを大切にし、心のこもった安全な医療サービスを実践します。
■日々医療水準の向上を目指し自己研鑚に励み、適正な医療を
　実践します。

■地域の医療福祉施設との連携を密にし、地域医療支援病院と
　して地域に貢献していきます。
■患者さんの個人情報を遵守します。

患者さんへのサポート内容
●入退院に関するご説明並びに手続きを
丁寧に行います。
●入院診療計画～退院支援計画に基づく
途切れない医療の提供を目指します。
●医療・福祉機関との連絡調整を図り、退院患
者さんの療養生活へのお手伝いを致します。
●退院後に在宅や他院での医療処置など
が継続される場合は、退院調整看護師又は
転院先の病院・施設と連携し支援をさせて
頂きます。
●医師の指示に基づく説明を丁寧に行います。
　など、患者さん一人ひとりに合わせたサ
ポートを心がけます。

。皆 、 うぞ
す。

さんへのサポート
に関するご説明並びに
います



点鼻薬の多くは、アレルギー性鼻炎や鼻づまりなどの鼻の炎
症を抑えるお薬で、当院採用薬品ではナゾネックス 点鼻液、
フルナーゼ 点鼻液、リボスチン 点鼻液があります。
　点鼻薬の中には、子宮内膜症･子宮筋腫治療薬（スプレキュ
ア 点鼻液、ナファレリール 点鼻液）などの全身作用を目的と
したホルモン剤もあります。

①まず、鼻をかんで鼻腔の通りをよくしておきます。
②次に点鼻薬をよく振ってください。（振らないお薬もあります）
③頭をうつむき加減にして、片方の鼻の穴をふさぎ、もう一方の鼻
の穴に容器の先を立てて入れ、息を軽く吸いながら噴霧します。
　もう一方の鼻も同じようにします。

④入れた後は、お薬を鼻の奥まで行きわたらせるために、数
秒間上を向いて、鼻からゆっくり呼吸をします。
⑤使用後は容器の先端を綺麗なカーゼなどでふきとり、
キャップをしてください。

●点鼻後はすぐに鼻をかまないようにしましょう。
●医師の指示に従いお薬の1回の使用量、1日の使用回数、使
用日数を守るようにしましょう。お薬の過度の使用や漫然と
した長期の使用は症状を悪化させることがあります。

何かご不明な点があれば薬剤部までお尋ねください。

おからサラダ
● 材料（4人分） ● 作り方

①卵をゆで、細かく切る。
②きゅうりは輪切りスライスにして塩で軽くもむ。人参
はいちょう切りにしてゆでる。玉ねぎは薄くスライス
してよく水にさらす。
③鍋に油を入れ、おからを炒める。全体に油がなじんだ
らＡの調味料を入れ、水分が飛ぶまで弱火で煮詰め、
味がなじんだら鍋からボールに移して冷ます。
④おからにゆで卵、きゅうり、人参、玉ねぎ、すりごま、マ
ヨネーズを入れてまぜる。

おから・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g
植物油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1杯
　しょう油・・・・・・・・・・・・・大さじ１／2杯
　砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１杯
　塩・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
　だし汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20ml
卵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1個
きゅうり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80g
人参・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20g
玉ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40g
すりごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１杯
ｶﾛﾘｰﾊｰﾌﾏﾖﾈｰｽ ・゙・・・・・・・・・・・・・大さじ4杯

1人分124kcal、食塩1.1g　
食物繊維2.4ｇ　

管理栄養士：松本 由紀

済生会松阪総合病院 薬剤部

●今回は点鼻薬についてお話します

　当院の食事はマルタマフーズ株式会社に
委託しています。マルタマフーズの栄養士
＆調理師がおすすめする病院食人気レシピ
をご紹介します。今回は杉原管理栄養士お
すすめレシピです。おからをサラダにする
ことで夏でもさっぱりと食べることがで
き、食物繊維もしっかり摂れる1品です。

点耳薬の使い方

注意すること
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　腎臓の働きが低下して本来尿として出るべ

き老廃物や水分が体に溜まった状態を腎不全

と言います。腎不全で機能を失った腎臓の代わ

りに血液中の老廃物を濾過して取り除く治療

を血液浄化法といいます。透析室ではこの血液

透析を行っています。

　スタッフは、透析専門医1名、臨床工学技士6名、

看護師2１名、ナースエイド2名、事務員1名です。

　当院のベッド数は30床で、現在約90名の患

者さんが透析治療を受けられています。腎不全

で透析治療が開始になると、基本的に週3回の

透析治療が必ず必要になり、透析患者さんに

とっては毎日の食事や薬の管理だけでなく1日

おきの通院治療が必要になります。こうして

日々生活していく事は、ほかの病気にはない苦

労があり容易なことではありません。透析室で

の患者さんとスタッフとのお付き合いは日々

の日常生活の会話から始まります。日々の

ちょっとした出来事など話しながら、体調や症

状、検査データーなどをみて適切な透析治療を

選択するとともに、患者さんが自分らしい日常

生活を家族や周りの人々と共に元気に送れる

よう少しでもサポート出来るよう医師を始め

スタッフ全員が力を合わせ努力していきたい

と考えています。

人工透析室
●看護師　喜多 静香

各科の紹介

元気に過ごせるようサポート



　平成27年4月1日、済生会松阪総合病院には研修医、薬剤師、看護師、診療放
射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士、歯科衛生士の計58名が採用されま
した。大半が新卒採用のため、これから始まる生活に夢や希望を膨らませな
がら社会人1日目がスタートしました。
　まだまだ未熟な点もあるかと思いますが、これから地域の皆さんに貢献で
きる医療人に成長してくれる事と期待しています。
　どうかよろしくお願いいたします。

入社式 が行われました。

　済生会は明治44年、明治天皇によって創設されました。
　「済生勅語」に基づき、経済的な理由等により適切な医療が受け
られない方々に対し、無料または低額で診療を行うことを定めて
います。

■ 年金だけで収入が少ない
　高齢者夫婦の二人暮らし。わずかな年金だけでなんとか生活し
ている。自分も体を悪くしてしまい、介護サービス等の支払いもあ
り、これ以上の医療費の支払いはどうしたら良いか悩んでいる。
■ 医療費の支払いが困難
　入院治療が必要と医師に説明を受けた。しかし、入院費の支払

いに不安があり悩んでいる。
■ 病気で仕事ができない
　高齢の親と二人暮らし。自分は高齢ではないが重い疾患で仕事
がしたくても出来ない。親の国民年金のみで生活している。医療
費が心配で受診をためらっていたところ症状が悪化し救急搬送
された。

　当院2階 地域包括･診療支援センター（医療相談室）が相談・申請
窓口です。医療ソーシャルワーカー（MSW）が面談を行い、必要書
類を提出していただいた後、当院規程に沿って審査いたします。
　相談時間は、平日8:30～17:00（休診日除く）です。お気軽にご
相談ください。

無料低額診療事業のご案内

このような方、ご相談ください
制度を利用するには…

無料低額診療事業とは…
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今回は、頸動脈超音波検査につ
いて述べさせていただきます。

　脳ドックは、脳梗塞・脳出血・脳動脈瘤
など脳の病気を早期発見することを目的
とした健診です。検査としては、頸動脈超
音波検査・PWV/ABI・頭部MRI(MRA)など
があります。ここでは、頸動脈超音波検査
について説明します。
　頸動脈超音波検査は、頸動脈狭窄の有
無を観察するほかに動脈硬化の程度を評
価する検査法として用いられています。
近年、生活様式の変化に伴い高脂血症、高

血圧、糖尿病などをはじめとする生活習
慣病が増加し、これに伴い動脈硬化性の
疾患が急増しています。
　頸動脈の血管を観察することで脳梗塞、
心筋梗塞の原因である動脈硬化の程度が
簡単にわかります。その動脈硬化の早期発
見には超音波検査が有用とされており、当
院では、脳ドック受診者において動脈硬化
のスクリーニング検査として頸動脈超音
波検査を施行し、血管壁やプラークの性状
および血流状況を非侵襲的（無害）に観察
しています。頸動脈は『全身血管の窓口』と
も言われており、頸動脈を観察することで

全身の動脈硬化の程度を予測することが
できるとも言われています。
　検査は、ベッドに仰向けに休んでもら
い頸部に探触子と呼ばれる超音波発信機
をあてて行ない
ます。検査にかか
る時間は10～20
分ほどです。超音
波検査は、痛みな
どの心配もなく、
安全な検査です。

検査データの見方 医療技術部 検査課

■ 地域包括・診療支援センター 医療相談室

脳ドック編①

正常な頸動脈
血管壁はきれいで
動脈硬化を認めない

異常な頸動脈
動脈硬化を認め
血液の流れが悪く
なっている

異常な頸動脈
動脈硬化により
血管が完全に閉塞
している

動脈硬化から閉塞までの過程



New Face

新任Dr.紹介
よろしくお願いいたします。 内科

宮田 恵里
内科

田原 雄一
内科

齋木 良介
内科

磯部 亮太
整形外科
服部 徹也

歯科口腔外科
奥野 恵実

放射線科
佐藤 明日香

産婦人科
真川 祥一

（2015年5月1日）
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